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2 1　身の回りの物質の性質

1
1  物質の分類
⑴　物質　材質に注目してものを区別したときのよび名。

＊物体　その形や使い道に注目してものを区別したときの

よび名。

⑵　有機物・無機物　炭素をふくむ物質を有機物，それ以外

の物質を無機物という。資料 1

●有機物の性質　炭素をふくむので，燃えて二酸化炭素を

出し，燃え残ったものは炭になる。水素をふくむことが

多く，多くの場合燃えて水（水蒸気）ができる。資料 2

＊炭素，一酸化炭素，二酸化炭素などのように，炭素をふ

くむが有機物とはしない物質もある。

⑶　金属・非金属　物質は金属と，金属ではない非金属に分

けることができる。資料 3

●金属の性質

①みがくと金属特有のかがやき（金属光沢）が見られる。

②たたいて広げたり（展性），引きのばしたり（延性）できる。

③電気をよく通す（電気伝導性）。

④熱をよく伝える（熱伝導性）。

＊磁石につくのは金属共通の性質ではない。鉄は磁石につくが，アルミニウム，銅，銀などはつかない。

2  物質の体積と質量
⑴　密度　物質 1cm3 あたりの質量。

・単位はグラム毎立方センチメートル

（g/cm3）を用いる。

＊物質そのものの量を，質量という。

密度は，物質の種類によって決まっている。資料 4

⑵　密度の測定　上皿てんびん（電子てんびん）で質

量をはかり，メスシリンダーで体積をはかる。

⑶　密度とものの浮き沈み　ある液体に物質を入れ

る場合，入れる物質の密度が液体より大きければ

液体に沈み，小さければ液体に浮く。

資料 1 有機物，無機物の例
有
機
物

砂糖　エタノール　プラスチック　
ろう　紙　木　デンプン　ブタン

無
機
物

食塩（塩化ナトリウム）　ガラス
鉄　酸素　水　アルミニウム

有機物の性質

すす（炭素）

石灰水が白くにごる。
（二酸化炭素）

内
側
に
つ
い
た
く
も
り
は

塩
化
コ
バ
ル
ト
紙
を
う
す
い

赤
色
に
変
化
さ
せ
る
。（
水
）

資料 2

資料 3 金属，非金属の例

金
属

鉄　銅　金　アルミニウム　
銀　鉛　亜鉛　マグネシウム

非
金
属

食塩（塩化ナトリウム）　ガラス
木　ゴム　紙

資料 4 物質の密度〔g/cm3〕
固体 液体

金　　　19.32 水銀　　13.55
銀　　　10.50 エタノール　0.79
銅　　　 8.96 水（4℃）　1.00
鉄　　　 7.87 海水 1.01～1.05
亜鉛　　 7.13 気体
アルミニウム2.70 水蒸気（100℃）
マグネシウム1.74 　　　 0.0006
氷（0℃）　0.92 酸素 　0.0013

体積と質量の関係資料 5
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アルミニウム
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鉄
（密度大）

鉄
（密度大）

体積〔cm3〕

質
量
〔g〕  

密度〔g/cm3〕＝
物質の質量〔g〕

物質の体積〔cm3〕

上皿てんびんの使い方
◆ 分銅は質量の大きいものか
らのせていく。
　（1g＝1000mg）
◆ つり合うのは指針が中央で
左右に同じだけ振れたとき。
◆ 粉末の薬品をはかりとると
き，薬包紙は分銅をのせる
皿にものせる。

操作

分銅

うで

指針

調節ねじ

電子てんびんの使い方
◆表示が 0.0gや 0.00gを示している
ことを確認する。
◆薬包紙をのせるときは，質量が表
示されたら，0点スイッチを押す。

操作

0.00g

メスシリンダーの使い方
◆ 液面のたいらな部分を真横
から読む。

◆ 目分量で最小目盛りの 1―10 ま
で読みとる。

＊ 右図の場合は 58.0cm3 と読み
とる。（1mL＝1cm3）

操作
拡大図

身の回りの物質の性質
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31　身の回りの物質の性質

確認問題
学習内容▶ 学習日▶　　 /身のまわりの物質の分類と密度の調べ方につい

て学習します。

1  物質の分類
□⑴　炭素をふくむ物質を何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　炭素をふくまない物質を何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　次のア～エのうちで，有機物はどれか。すべて選びなさい。 ［　　　　　　　　］

ア　食塩　　　イ　紙　　　ウ　小麦粉　　　エ　アルミニウム

□⑷　次のア～エのうちで，無機物はどれか。すべて選びなさい。 ［　　　　　　　　］

ア　エタノール　　　イ　デンプン　　　ウ　ガラス　　　エ　一酸化炭素

□⑸　図 1のようにガラス板をろうそくの炎に近づけたら，ガラスに黒色

の物質がついた。

□①　黒色の物質は，おもに何からできているか。 ［　　　　　　　　］

□②　ろうそくをつくっているろうは，有機物・無機物のどちらか。

 ［　　　　　　　　］

□⑹　図 2のように，石灰水を入れた集気びんの中でろうそくを燃やし，

ガラス板でふたをしたら，ふたが白くくもり，やがてろうそくの火が消えた。

□①　ガラス板についたくもりは，おもに何からできているか。 ［　　　　　　　　］

□②　火が消えたろうそくをとり出し，再びガラス板でふたをしてよく振ったら石灰水が白くにごった。石

灰水を白くにごらせた物質は何か。 ［　　　　　　　　］

□⑺　次のア～エのうちで，金属の性質として共通でないものはどれか。1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　熱を伝えやすい。　　イ　磁石につきやすい。　　ウ　展性や延性が大きい。　　エ　みがくと光る。

□⑻　次のア～オのうちで，非金属であるものと磁石につくものはどれか。それぞれすべて選びなさい。

 非金属である［　　　　　　　　］　磁石につく［　　　　　　　　］

ア　鉄のくぎ　　　イ　10 円硬貨　　　ウ　割りばし　　　エ　ガラスのびん　　　オ　スチールかん

2  物質の体積と質量
□⑴　ある固体の体積と質量を測定した。右の図はその固体を50.0cm3

の水に入れたようすを表したものである。

□①　メスシリンダーの目盛りを読むときの目の位置として正し

いのは，図のア～ウのどれか。1つ選びなさい。 ［　　　］

□②　図の拡大図の水面は何cm3 か。 ［　　　　　　　　］

□③　この固体の質量を上皿てんびんで測定すると，20g，1g，

500mg，100mgの各分銅を 1個ずつのせたときにつり合った。4個の分銅のうち，最初にのせた分銅の

質量はいくらか。また，密度は何g/cm3か。 分銅［　　　　　　　　］　密度［　　　　　　　　］

□⑵　右の表は，4種類の金属A～Dの密度を表したものである。

□①　A～Dのうち，同じ体積のとき，質量が最も大きいのはどれか。 ［　　　］

□②　A～Dのうち，同じ質量のとき，体積が最も大きいのはどれか。 ［　　　］

□③　ある金属球の質量と体積をはかると，質量は 44.8g，体積は 5.0cm3 であっ

た。この金属球は，A～Dのどの金属と考えられるか。 ［　　　］

□④　A 10cm3 の質量は何gか。 ［　　　　　　　　］

□⑤　C 67.5gの体積は何cm3 か。 ［　　　　　　　　］

図 2図 1
ガラス板

ガラス板

石
灰
水

ア
イ

ウ

拡大図

固体

金属 密度〔g/cm3〕
A  7.87
B 10.50
C  2.70
D  8.96
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4 1　身の回りの物質の性質

練成問題

1  図のように，かわいた集気びんの中でエタノールを燃焼させた。しば
らくすると火が消え，集気びんの内側に液体がついていた。この液体に

青色の試験紙Ｘをつけると，赤色に変わった。また，集気びんに液体Ｙ

を入れてふたをして振ったところ，液体Ｙが白くにごった。次の問いに

答えなさい。

□⑴　試験紙Ｘの色の変化から，水ができたことがわかった。試験紙Ｘは何か。 ［　　　　　　　　］

□⑵　液体Ｙの色の変化から，二酸化炭素ができたことがわかった。液体Ｙは何か。 ［　　　　　　　　］

□⑶　この実験から，エタノールには何がふくまれていることがわかるか。2つ書きなさい。

 ［　　　　　　　　］　［　　　　　　　　］

2  金属Ａ，Ｂの密度を調べる実験をした。次の問いに答えなさい。
□⑴　金属Ａの体積は 15.2cm3，質量は 40.9gであった。

□①　金属Ａの体積を測定するのに，

図 1のように水 40.0cm3 を入れた

メスシリンダーに金属Ａをしずめ，

その体積を求めた。メスシリン

ダーの水面の位置として最も適当

なものはどれか。図 2のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□②　金属Ａの密度は何g/cm3 か。小数第 2位を四捨五入して小数第 1位まで求

めなさい。 ［　　　　　　　　］

□⑵　金属Ｂは鉄で，上皿てんびんを使って質量の測定をしたところ，次の分銅をのせたときにつり合った。

200mgの分銅 2個，500mgの分銅 1個，2gの分銅 2個，20gの分銅 1個，50gの分銅 1個

□①　金属Ｂの質量は何gか。 ［　　　　　　　　］

□②　金属Ｂの体積は何cm3 か。小数第 2位を四捨五入して小数第 1位まで求めなさい。ただし，鉄の密度

を 7.9g/cm3 とする。 ［　　　　　　　　］

□③　鉄がもっている性質を，次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　燃えて二酸化炭素を発生する。　　　イ　みがいても金属光沢が出ない。

ウ　磁石につかない。　　　　　　　　　エ　電流を通す。

3  図は，大きさや形のちがう銅，鉄，鉛，アルミニウムのいずれかの金属の
かたまりA～Fの 6個の質量と体積をはかり，その結果をグラフに表したも

のである。次の問いに答えなさい。

□⑴　A～Fの金属は全部で何種類に分けられるか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　表は，4種類の金属の密度をまとめたものである。図のAは，どの金属

のかたまりと考えられるか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　Cを水銀（常温で液体，密度 13.6g/cm3）に入れると，浮くか，沈むか。 ［　　　　　　　　］

ふた

集気びん

燃焼さじ
エタノール

図 1

金属Ａ

拡
大

図 2
ア イ ウ エ
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金属 銅 鉄 鉛 アルミニウム
密度〔g/cm3〕 8.96 7.87 11.4 2.70

SAM
PLE



51　身の回りの物質の性質

復 習 問 題 学習日▶　　  /

1 次の文の空欄に，有機物，無機物，金属，非金属を入れ，物質の分類についてまとめなさい。
□⑴　有機物と無機物

・炭素をふくんでいる物質を ① ，それ以外の物質を ② という。

・炭素をふくんでいるが，炭素，一酸化炭素，二酸化炭素は ③ である。

□⑵　金属と非金属

・ みがくと ① 光沢があり，展性や延性が大きく，電気をよく通し，熱を伝えやす

い物質を ② ，それ以外の物質を ③ という。

□⑶　有機物と無機物，金属と非金属の関係

・有機物はすべて ① である。

・金属はすべて ② である。

2 4 つのアルミニウムはくの容器に，食塩，デンプン，砂糖，プラス

チックの粉末や小片をそれぞれ入れ，図のように弱い火で加熱した。次

の問いに答えなさい。

□⑴　実験でアルミニウムはくの容器を使ったのはなぜか。最も適当なも

のを次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　実験後に，再利用しやすいから。

イ　銀色にかがやいているので，変化を観察しやすいから。

ウ　金属にしては密度が小さいから。

エ　熱を伝えやすく，燃えにくいから。

□⑵　加熱を続けると，4つのうち 3つの物質では黒くこげるのが観察されたが，1つだけは白いままであっ

た。

□①　黒くこげた物質には何がふくまれているといえるか。 ［　　　　　　　　］

□②　白いままであった物質は①で答えたものをふくんでいない。このような物質を何というか。

 ［　　　　　　　　］

□③　白いままであった物質は何か。 ［　　　　　　　　］

3  5 つの金属のかたまりＡ～Ｅがある。表
は，その体積と質量を表したものである。

次の問いに答えなさい。

□⑴　同じ種類の金属でできたものがあるとすれば，Ａ～Ｅのうちのどれとどれか。 ［　　　  と  　　　］

□⑵　密度が最も小さいものはＡ～Ｅのうちのどれか。 ［　　　］

□⑶　Ａ～Ｅのうちで密度が最も小さいものの密度は何g/cm3 か。小数第 2位を四捨五入して小数第 1位ま

で求めなさい。 ［　　　　　　　　］

アルミニウムはくの容器

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
体積〔cm3〕 10.0 10.0 20.0 20.0 45.0
質量〔g〕 78.6 105.0 142.8 157.2 78.6

SAM
PLE


	116【03696-1】中学Sirius21_理科1分野_本H1
	A4白
	20シリウス21理科【第一分野】本文A4
	116【03696-1】中学Sirius21_理科1分野_本H3
	116【03696-1】中学Sirius21_理科1分野_本H4


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.28571
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.28571
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.500000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




